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令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
） 

地
域
貢
献
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
植
木
剪
定
作

業
と
除
草
清
掃
作
業
を
行
い
、
会
員
及

び
職
員
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
、
お
互
い

の
近
況
を
話
す
時
間
が
で
き
ま
し
た
。 

                 

            

第
２
次
中
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

（
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
） 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
25
年
度
に

策
定
し
た
中
・
長
期
計
画
（
平
成
25

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
）
に
基
づ
い
て

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 
 

計
画
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
時
点

で
乖
離
が
生
じ
て
い
た
た
め
平
成
30

年
度
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
想
定
を
超
え
た
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
り
、
最
終
年
度
で
は
目
標
値
と

の
大
幅
な
乖
離
が
生
じ
る
結
果
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
計
画
期
間
を
５

年
間
に
定
め
、
第
２
次
中
期
計
画
と
い

た
し
ま
し
た
。 

計
画
の
重
点
項
目
は
次
の
四
項
目
と
な

り
ま
す
。 

㈠ 

会
員
の
拡
大 

㈡ 

就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大 

㈢ 

安
全
管
理
と
適
正
就
業
の
推
進 

㈣ 

財
政
基
盤
の
強
化 
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会員数 
 男 １６０人 

 女 １１３人 

合計 ２７３人  

(令和６年４月１日現在) 

  

八

街

市

中

央

公

民

館

の 
 
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

除草作業中の参加会員 

参加 

 

 

主
な
掲
載
内
容 

１
頁 

第
２
次
中
期
計
画
の
策
定 

２
頁 

会
長
挨
拶
・
市
長
の
挨
拶 

３
頁 

各
種
行
事
・
各
種
講
習
会 

 

４
頁 

女
性
部
会
便
り
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

５
頁 

会
員
の
ペ
ー
ジ 

６
頁 

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 

令
和
六
年
度 

定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

 
 日

時 

令
和
６
年
６
月
22
日(

土) 

 
 
 

午
後
１
時
30
分
よ
り 

場
所 

八
街
市
中
央
公
民
館 

 
 
 

一
階
中
・
小
会
議
室 

 

皆
様
の
御
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 
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新
年
度
を
迎
え
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

♪
こ
ぶ
し
咲
く
あ
の
丘 

北
国
の
春 

 
 

 
 

 
 

こ
ぶ
し
、
早
春
を
告
げ
る
花
で
す
。
そ
の
純

白
の
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
花
言
葉
は
、「
友

情
」、「
友
愛
」
が
由
来
だ
そ
う
で
す
。
又
、
つ

ぼ
み
が
子
供
の
握
り
こ
ぶ
し
の
よ
う
に
見
え

る
た
め
、「
可
愛
ら
し
さ
」
と
も
名
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
早
々
、
近
所
の
公
園
に
見
に

行
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
根
元
か
ら
伐
採

さ
れ
て
お
り
、
空
し
さ
と
悲
し
さ
千
倍
。 

さ
て
、
今
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
諸
課
題
は
多
く
山
積
み
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
国
の
高
齢
者
雇
用
改
革
に

よ
り
、
定
年
制
廃
止
や
延
長
な
ど
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
、
会
員
の
拡

大
促
進
に
少
な
か
ら
ず
影
響
有
り
と
思
わ

れ
ま
す
。 

現
状
で
は
、
登
録
会
員
の
平
均
年
齢
が

七
十
四
、
九
歳
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

加
齢
に
よ
り
退
会
し
て
い
く
会
員
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
上
部
組
織
で
は
、
今
後
、
八

十
歳
で
も
就
業
出
来
る
機
会
を
模
索
し
て

い
く
方
針
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
・・・・。 

八
街
市
の
高
齢
化
率
は
、
令
和
四
年
度
は

六
十
歳
以
上
三
十
九
、
八
％
と
年
々
一
％

程
度
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

次
に
、
セ
ン
タ
ー
事
業
を
効
率
的
に
運

営
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

取
り
急
ぎ
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
に
よ
る
情
報

提
供
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
一
歩
ず
つ

提
供
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。 

最
後
に
第
二
次
中
期
計
画
（令
和
五
年
度

～
令
和
九
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た
。「
超

高
齢
化
社
会
」に
向
け
て
、
今
後
の
セ
ン
タ

ー
事
業
の
指
標
と
し
て
会
員･

職
員･

役
員

が
一
枚
岩
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 

今
年
は
、
辰
年
で
す
。
陽
の
光
が
動
い
て
万

物
が
振
動
す
る
の
で
活
力
旺
盛
に
な
っ
て
形

が
整
う
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」と
言
う
懐
か
し
い
ワ
ー
ド

が
あ
り
ま
し
た
。
加
齢
に
打
ち
勝
ち「
誠

実
」、「
信
頼
」、「
感
謝
」を
念
頭
に
会
員
・

職
員
共
に「
一
緒
懸
命
」駆
け
出
し
ま
し
ょ

う
。 

ご
あ
い
さ
つ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

公
益
社
団
法
人
八
街
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
、
市
政
の
推
進
に
あ
た
り
格

別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
知
識
、
経
験
、
技
能
等
を
生
か
し

働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
の
充
実
や

福
祉
の
増
進
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

併
せ
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、「
人
生
100
年
時
代
」
を
迎
え
た
今
、

誰
も
が
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
元
気
で
意
欲

あ
ふ
れ
る
高
齢
者
の
方
々
が
、
そ
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く

活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠

な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
き
ま
し
て
は
、
地

域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就
業
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
促
進
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の

充
実
、
健
康
の
保
持
増
進
、
ひ
い
て
は
地
域

社
会
の
活
性
化
な
ど
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

貴
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
と

地
域
社
会
の
期
待
は
一
層
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後

と
も
さ
ら
に
多
く
の
高
齢
者
の
方
に
入
会

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
長
年
培
っ
て
こ

ら
れ
た
技
術
や
経
験
に
も
的
確
に
対
応
し

た
就
業
先
や
新
規
事
業
の
開
拓
な
ど
、
会

員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
職
の
開
拓
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
本
市
が
進

め
る「
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
一

翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
貴
セ
ン
タ
ー
が
、

今
後
ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の

方
々
が
、
地
域
社
会
を
支
え
る
一
員
と
し

て
、
就
業
や
地
域
活
動
な
ど
、
幅
広
く
社

会
に
参
加
・
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

貴
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
健
康
で
生

き
生
き
と
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
、
な
お
一
層
の
御
尽

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
八
街
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会

員
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

八
街
市
長 

北
村 

新
司 

会
長 

阿
部 

守
作 
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◆
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 

令
和
５
年
９
月
22
日
（
金
）
某
ス
ー
パ

ー
前
に
て
交
通
安
全
街
頭
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
４
名
が
参

加
し
、
信
号
待
ち
で
停
車
中
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
配
布
を
行
い

ま
し
た
。 

◆
八
街
市
産
業
ま
つ
り 

令
和
５
年
11
月
19
日
（
日
）
八
街
中
学

校
の
校
庭
に
て
、
市
主
催
の
産
業
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
も
ブ
ー
ス

を
設
営
し
、
会
場
の
３
ヶ
所
あ
る
出
入
り
口

付
近
と
ブ
ー
ス
前
で
当
セ
ン
タ
ー
の
令
和

6
年
カ
レ
ン
ダ
ー
兼
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の

配
布
行
っ
た
と
こ
ろ
、
就
業
内
容
等
の
説
明

を
聞
く
た
め
16
名
の
方
が
ブ
ー
ス
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

          

         

◆
交
通
安
全
講
習
会 

 

令
和
５
年
11
月
16
日(

木)

当
セ
ン

タ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
、
佐
倉
警
察

署
交
通
課
の
警
部
補
を
講
師
に
招
き

「
高
齢
者
の
事
故
防
止
」
に
つ
い
て
講

義
を
し
て
い
た
だ
き
、
20
名
の
会
員
が

参
加
し
ま
し
た
。 

         

  

八
街
市
管
内
で
多
い
交
通
違
反
は
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止

違
反
と
の
事
で
す
。
横
断
歩
道
に
て
横

断
し
よ
う
す
る
人
を
見
か
け
た
ら
一
時

停
止
線
前
で
必
ず
停
車
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。 

◆
当
セ
ン
タ
ー
の
年
末
清
掃 

 
 
 
 
 

 

 

令
和
5
年
12
月
25
日(

月) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
当
セ
ン
タ
ー
の
年

末
大
掃
除
を
行
い
、
20
名
の
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。 

           

◆
救
急
講
習
会 

 
令
和
６
年
２
月
15
日(

木) 

当
セ
ン

タ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
、
八
街
消
防

署
の
方
々
を
講
師
に
招
き
、
成
人
の
心

肺
蘇
生
（
人
工
呼
吸
・
胸
骨
圧
迫
）
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
の
指
導
を
い
た
だ
き
、

18
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

        

参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
「
当
セ
ン
タ
ー
の
色
々

な
講
習
会
開
催
は
認
識
し
て
い
た
が
チ

ャ
ン
ス
が
な
く
今
ま
で
無
参
加
で
し
た
。

今
回
初
参
加
し
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
」

と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
ス
マ
ホ
教
室 

令
和
6
年
２
月
26
日(

月) 

当
セ
ン

タ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
て
、
初
心
者
向

け
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
、
13
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
指
先

で
、
文
字
入
力
・
隣
接
者
と
会
話
・
音

声
で
自
由
の
女
神
像
検
索
方
法
等
を
学

び
ま
し
た
。 

     

各
種
講
習
会
・行
事
報
告 

交通安全講習会の様子 

ボランティア清掃に参加した方々 

救急講習会の様子 スマホ教室の様子 

就業内容説明中の職員 
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◆
「
健
康
増
進
講
習
会
」 

令
和
５
年
10
月
23
日
（
月
） 

女
性
部
会
主
催
に
よ
る
健
康
増
進
講

習
会
を
当
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に

て
行
い
、
18
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
義
内
容
は
、「
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ

い
て
」
と
高
齢
者
向
け
健
康
体
操
・
リ
ズ

ム
体
操
を
行
い
、
運
動
不
足
を
解
消
し
楽

し
く
笑
顔
で
体
を
動
か
し
ま
し
た
。 

      0
 

         

◆
女
性
部
会
の
恒
例
行
事 

 

八
街
駅
両
出
入
り
口
の
プ
ラ
ン
タ
ー

と
花
壇
に
花
の
植
替
え
を
行
い
ま
し
た
。 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

★
令
和
５
年
10
月
18
日(

水) 

個
人
宅
の
庭
木
剪
定
作
業
と
某
民
間

企
業
の
屋
内
清
掃
業
務 

 

安
全
就
業
を
お
願
い
す
る 

                   

★
令
和
５
年
12
月
13
日
（
水
） 

中
央
公
民
館
の
屋
内
、
外
清
掃
業
務

と
某
施
設
の
屋
内
、
外
清
掃
業
務 

二
箇
所
と
も
清
掃
箇
所
が
多
数
あ
り 

分
担
し
て
手
際
よ
く
作
業
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

            
 

         

★
令
和
６
年
2
月
13
日
（
火
） 

JR
八
街
駅
駐
輪
場
管
理
業
務
と
市

内
某
民
間
企
業
研
修
施
設
の
屋
内
、
外

清
掃
業
務 

二
箇
所
と
も
作
業
エ
リ
ア
が
広
く
、
体

力
維
持
が
大
変
と
の
こ
と
で
し
た
。 

          
 

        

民間企業の屋内清掃 個人宅の庭木剪定作業 

中央公民館の清掃業務 施設の清掃業務 

JR八街駅駐輪場の自転車管理業務 民間研修施設の清掃業務         

発注者から「優秀な就業者です」と感謝の

言葉をいただきました。 

 

女
性
部
会
便
り 

 

フレイル予防について 

 

健康体操で楽しく 
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会
員
の
ペ
ー
ジ 

『
バ
イ
ク
と
ラ
ジ
コ
ン
』 

福
留 

敬
治 

私
は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
バ
イ
ク
に

興
味
を
持
ち
始
め
て
、
高
校
生
か
ら
乗

り
始
め
て
、
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。 

ツ
ー
リ
ン
グ(

遠
乗
り)
が
大
好
き
で
、 

鹿
児
島
か
ら
北
海
道
ま
で
島
嶼
部
を
除

い
て
殆
ど
走
り
ま
し
た
。(

小
刻
み
で
す

が) 

35
才
の
頃
、
友
人
が
ラ
ジ
コ
ン
飛
行

機
を
と
ば
し
て
い
る
の
を
見
て
、
以
前

か
ら
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、 

ラ
ジ
コ
ン

を
始
め
ま
し
た
。
以
来
ラ
ジ
コ
ン
と
バ

イ
ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

飛
行
機
と
か
ヘ
リ
コ
プ
タ―

を
練
習

し
て
い
る
と
、「
以
前
ま
で
は
出
来
な
か

っ
た
技
が
今
日
は
出
来
た
」
な
ど
と
言

う
事
を
経
験
す
る
と
、
次
の
日
曜
日
が

楽
し
み
に
な
り
ま
す
。  

最
近
日
本
の
「
ド
ロ
ー
ン
規
制
」
は

世
界
で
も
類
を
見
な
い
程
厳
し
く
な
り
、

か
な
り
や
り
づ
ら
く
な
り
ま
し
た
が
、

バ
イ
ク
と
両
方
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

特
に
バ
イ
ク
は
高
齢
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
ツ
ー
リ
ン
グ
中
も
家
族
の
事
を

忘
れ
ず
、
安
全
運
転
に
徹
し
て
い
ま
す
。

い
か
に
し
て
費
用
を
掛
け
ず
に
楽
し
む

か
工
夫
す
る
の
も
醍
醐
味
の
ひ
と
つ
で

す
。  

一
度
生
死
を
彷
徨
う
大
事
故
を
経
験

し
た
時
は
、
も
う
バ
イ
ク
は
や
め
よ
う

と
考
え
ま
し
た
が
、
月
日
が
経
つ
と
「
ど

う
し
て
も
又
乗
り
た
い
」
と
言
う
気
持

ち
が
押
え
ら
れ
ず
、
今
も
乗
っ
て
い
ま

す
。 

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
と
て
も
大

き
い
で
す
。 

     

福
島
の
旅 

         
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
モ
ッ
ト
ー
で
頑
張
る
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

  

公
園
で
の
就
業
を
開
始
し
、
会
員
登

録
し
て
間
も
な
く
三
年
に
な
る
75
才
、

皆
と
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。
家
内
に
先

立
た
れ
、
そ
の
後
再
婚
し
、
こ
れ
か
ら
の

自
分
を
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
教
え
ら
れ
る

教
訓
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
ま

す
。 

⒈ 

一
年
の
始
ま
り
は
節
分
か
ら
。
食
欲

に
感
謝
し
、
腹
七
分
、
早
い
治
療
、

快
眠
、
快
便
、
歌
と
思
い
出
作
り
は

身
体
と
心
に
栄
養
を
く
れ
る
。 

⒉ 

納
豆
を
食
べ
、
毎
日
の
歩
行
が
健
康

長
寿
の
秘
訣
。 

⒊ 

大
丈
夫
だ
ろ
う
が
命
取
り
。 

⒋ 

人
に
感
謝
で
き
る
人
は
、
人
に
感
謝

さ
れ
る
。 

⒌ 
薄
皮
付
き
の
ピ
ー
ナ
ツ
は
、
一
日
十

粒
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⒍ 

我
慢
し
な
い
事
が
、
脳
と
身
体
が
若 

 
 

返
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⒎ 

量
よ
り
質
の
栄
養
価
で
、
身
も
心
も

軽
や
か
で
友
達
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い

毎
日
の
満
足
人
生
を
目
指
す
。 

⒏ 

腸
内
環
境
を
整
え
る
大
切
。 

⒐ 

頑
張
れ
、
人
生
は
話
す
力
と
食
生

活
で
決
ま
る
。 

⒑ 

水
を
侮
る
者
は
命
を
奪
わ
れ
る
が
、

水
は
命
を
救
っ
て
も
く
れ
る
。 

⒒ 

乾
い
た
土
か
ら
も
水
を
出
す
、
気
力

こ
そ
成
功
者
。 

⒓ 

や
り
た
い
事
は
、
定
年
に
な
っ
て
か
ら

始
め
る
の
で
は
、
体
力
的
に
も
弱
り
、

や
り
た
い
こ
と
が
実
行
で
き
な
い
。 

⒔ 

我
慢
生
活
す
る
程
、
人
生
は
長
く

な
い
。 

⒕ 

楽
し
み
を
、
カ
ッ
ト
す
る
よ
り
、
無

駄
で
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。 

⒖ 

無
事
故
で
楽
し
く
元
気
の
百
歳
を

目
指
す
。 

以
上
の
教
訓
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。 

      

福島の旅 

 

島根の旅 

現在飛ばしている飛行機 

（全長 2メートル） 

ガンバルゾー 

大
竹 

功 
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お
知
ら
せ 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
の

生
き
が
い
発
見
の
場
、
高
齢
者
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
を
会
員
に
提
供
す
る
公
益

法
人
で
す
。
自
分
ら
し
く
働
き
た
い
高

齢
者
の
自
主
的
な
会
員
組
織
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 

会
員
に
な
っ
て
働
く
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

・
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
は
健
康
・
増

進
に
つ
な
が
る 

 
 

 

・
働
く
こ
と
が
生
き
が
い
、
社
会
参
加

を
実
感
で
き
る 

・
仕
事
の
報
酬
で
、
暮
ら
し
に
少
し
ゆ

と
り
が
で
き
る 

・
仕
事
を
す
る
と
生
活
に
リ
ズ
ム
が
戻

っ
て
く
る 

・
仕
事
を
と
お
し
て
、
新
し
い
仲
間
づ

く
り
が
で
き
る 

・
働
く
私
は
元
気
で
か
っ
こ
い
い
！ 

 

会
員
の
仕
事
は
「
臨
・
短
・
軽
」 

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
、
臨
時
的
・
短

期
間
で
週
20
時
間
を
超
え
な
い
軽
易
な

仕
事
で
す
。 

会
員
が
長
く
元
気
に
働
く
た
め
、
公
平

に
仕
事
が
行
き
渡
る
為
に
会
員
は
、
ひ
と

つ
の
仕
事
を
分
か
ち
合
い
ま
す
。 

60
歳
以
上
の
健
康
で
、
シ
ル
バ
ー
人
セ
ン 

タ
ー
で
就
業
す
る
意
欲
あ
る
人
な
ら
ど

な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。 

会
員
募
集
中 

入

会

説

明

会

開

催

中 

第
１
・
第
３
月
曜
日 

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

午
後
１
時
30
分
よ
り 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階
会
議
室 

      

 

              

安
全
就
業
心
得
10
箇
条 

⒈ 

作
業
は
安
全
第
一
を
心
掛
け
て
、
急

い
だ
り
慌
て
た
り
し
な
い
こ
と
。 

⒉ 

器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点

検
す
る
こ
と
。 

⒊ 

服
装
・
履
物
は
、
作
業
に
あ
っ
た
動

き
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
。 

⒋ 

作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し

て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。 

⒌ 

加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
充

分
に
認
識
し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
。 

⒍ 

作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓
を

心
掛
け
る
こ
と
。 

⒎ 

共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を
正

確
に
行
う
こ
と
。 

⒏ 

帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交

通
事
故
に
気
を
付
け
る
こ
と
。 

⒐ 

健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
、
健
康
な

状
態
で
就
業
す
る
こ
と
。 

⒑ 

仕
事
の
前
日
は
、
充
分
睡
眠
を
取
る

よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
。 

 

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」 

災
害
義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
、
能
登

地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、
各

地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
事
務
所
窓
口
に
募
金

箱
を
設
置
し
て
義
援
金
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
、
被
災
者
及

び
被
災
地
の
支
援
に
役
立
て
ま
す
。
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

       

あ
と
が
き 

 

コ
ロ
ナ
も
５
類
へ
移
行
さ
れ
、
世
の
中

も
コ
ロ
ナ
前
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
間
の
打
撃
は
大
き
く
、
コ
ロ

ナ
が
明
け
て
も
回
復
し
な
い
も
の
は
沢

山
あ
る
よ
う
で
す
。
加
え
て
元
旦
に
起

こ
っ
た
能
登
地
震
、
翌
日
の
航
空
機
事

故
、
海
外
へ
目
を
移
せ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も

ガ
ザ
も
悲
惨
な
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

四
月
、
新
し
い
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
何
か
と
落
ち
着
か
な
い
昨
今
で
は

あ
り
ま
す
が
、
健
康
、
安
全
に
は
十
分

留
意
し
つ
つ
、
世
の
平
穏
を
願
い
、
日
々

の
生
活
を
少
し
で
も
潤
い
の
あ
る
も
の
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
広
報
部
会
・
伊
藤
） 

配分金支払日   

 

４月分  5 月 31 日（金） 

５月分  6 月 28 日（金）   

６月分  7 月 31 日（水）   

７月分  8 月 30 日（金）   

８月分  9 月 30 日（月）   

９月分  10 月 31 日（木）  

 

       

刃物研ぎます！ 

月 2 回【毎月第 1・第 3 水曜日】 

午後２時～午後 4 時 

申込は事務室までお越し下さい 

料金  包丁・・・・340 円 

    鎌・・・・・390 円 

    刈込鋏・・・550 円 

    刃こぼれ・・ 倍額 

 

能登半島地震 

災害義援金募金箱 

 


